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総説 

 

甲突川は、鹿児島市を流れる二級河川であり、下流域は鹿児島都市圏の中心部にあたり、

河口部は県管理重要港湾の鹿児島港に隣接している。平成23年には九州新幹線が博多まで

全線開業し、九州縦貫自動車や南九州西回り自動車道等の高速道路網も順次供用区間が延

伸されており、港湾・高速鉄道・道路の広域交通機能が集積した地域の社会経済活動上重

要な位置にある。 

この甲突川流域では、過去、平成５年８月６日に発生した水害（以下、８・６水害）によ

り甚大な被害が発生しており、これまで、河川激甚災害対策特別緊急事業、河川災害復旧

助成事業等により緊急的かつ短期間で再度災害を防止する河川改修が実施されたと共に公

共下水道（雨水）の整備、また公園貯留等といった様々な流域対策を実施しており、流域

一丸となって浸水被害対策に取り組んできた。 

しかしながら、近年、気候変動の影響により、水災害が激甚化・頻発化していることか

ら、河川整備や公共下水道（雨水）の整備を引き続き推進していくとともに、流域が元来

有する雨水の貯留機能を保全するなど、流域全体で更なる浸水被害対策を進める必要があ

る。 

このことを踏まえ、流域のあらゆる関係者が協働して水災害対策に取り組む「流域治水」

の実効性を高め、強力に推進するための枠組みである「特定都市河川浸水被害対策法等の

一部を改正する法律」（通称「流域治水関連法」）が令和３年に施行されたことを受け、甲

突川について、令和６年３月12日に、九州の二級河川で初めて特定都市河川に指定した。

（鹿児島市を流れる稲荷川、新川についても、同日に特定都市河川に指定。） 

この甲突川流域水害対策計画は、特定都市河川浸水被害対策法の改正で新たに創設され

た様々な制度を活用することで、流域における浸水被害対策をさらに推進し、流域治水を

計画的かつ効果的に進める為に、河川管理者、下水道管理者及び流域自治体や地域住民な

ど、流域のあらゆる関係者が協働して行う総合的な浸水被害対策を定めたものである。 

本計画に沿って、水害に強いまち（流域）づくりを目指し、関係者が一体となって流域

治水の取組を本格的に実践し、安心・安全な県民生活の実現を目指すものである。 
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第１章 甲突川特定都市河川流域の概要 

第１節 甲突川特定都市河川流域・特定都市河川・特定都市下水道の概要 

第１項 甲突川特定都市河川流域の概要 

甲突川は、鹿児島市の北西に位置する八重山（標高677ｍ）を源流とし、その中腹からの

湧水を水源とする甲突池を経由したのち南西に流下しながら、油須木川や川田川、長井田

川、山崎川、幸加木川などの支川を合流し、鹿児島市中心市街地を貫流して鹿児島湾に流

入している。その流域面積は106.25km2、幹川流路延長24.6kmの二級河川である。 

流域の地形は、源流部である八重山周辺では標高200～600ｍの起伏山地が形成されてお

り、流域の中央部は標高100ｍ以下の小起伏丘陵地が広がっている。上流から中流にかけて

の河川沿いは狭小な三角州性低地を形成しているが、下流の鹿児島市街地周辺では海岸線

に向けて放射状に低地が広がっている。 

流域の地質は、源流部である八重山周辺では玄武岩・安山岩・流紋岩・頁岩等の岩盤で

構成されている。流域の多くを占める標高100ｍ以下の小起伏丘陵地には、今から約2万9千

年前の姶良カルデラを形成した一連の噴火により噴出・堆積した火砕流堆積物（シラス）

が広く分布している。シラス下部にはそれ以前の火砕流の堆積物である溶結凝灰岩が分布

しところどころで河床面への露頭が見られる。河川沿いの三角州性低地は河川の浸食・運

搬・堆積作用の過程で砂・礫・粘土が堆積している。 

甲突川下流域は、鹿児島都市圏の中心部にあたり、河口部は、県管理重要港湾の鹿児島

港に隣接している。平成23年には九州新幹線が博多まで全線開業し、九州縦貫自動車道や

南九州西回り自動車道等の高速道路網も順次供用区間が延伸されており、港湾・高速鉄道・

道路の広域交通機能が集積した、地域の社会経済活動上重要な位置にある。 

歴史・文化の面でも、大久保利通像、西郷隆盛誕生地、維新ふるさと館など、明治維新に

ゆかりのある地が数多く点在している。 
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図１ 甲突川流域図  
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図２ 甲突川流域の標高図  
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図３ 甲突川流域の衛星写真  
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(１) 人口の推移 

甲突川流域のほぼ全域を占める鹿児島市の人口は、近年わずかに減少傾向となってい

る。令和２年時点では約59万人である。また、人口は市街化区域に概ね集中している。 

なお、甲突川流域における人口は、令和２年時点で約17万5千人である。 

 

 

図４ 鹿児島市における人口の推移 

出典：国勢調査（2004（平成16）年に合併した５町を含む。） 

 

下表の通り市街化区域に概ね85％が集中している。 

 

表１ 鹿児島市における区域別人口の推移 

 

出典：鹿児島市第二次かごしま都市マスタープラン 
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(２) 土地利用の変遷 

甲突川流域の土地利用状況については、昭和51年から令和３年にかけて市街地割合が

約10%増加し、山林・水田・畑地の割合が約10%減少しており、都市化が進んでいる状況で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 甲突川流域の土地利用状況の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 土地利用の変遷図 

出典：国土数値情報「土地利用細分メッシュ」 
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(３) 降雨特性 

甲突川流域付近の気温は年平均19.1℃（平成19年～令和５年、鹿児島地方気象台）で

ある。また、月平均降水量は概ね203mm（平成19年～令和５年、鹿児島地方気象台）であ

る。 

 

 

 

図７ 気温・降水量の月別変化（鹿児島地方気象台、平成25年～令和５年の平均） 

出典：気象庁、国土交通省「日本の水資源の現況」 

 

鹿児島地方気象台においては、昭和25年～令和７年（1950～2025年）の76年間で年最

大時間降水量が50mmを超過したのは38回記録している。 

このうち、昭和29年～昭和63年（1954～1988）の35年間で14回であるのに対し、平成以

降の平成元年～令和７年（1989～2025）の37年間では24回と増加傾向にある。 

 

図８ 年最大時間降水量の経年変化（鹿児島地方気象台） 
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(４) まちづくり計画 

(ア) 第二次かごしま都市マスタープラン 

鹿児島市は令和４（2022）年に、20年後を目標とした「第二次かごしま都市マスタープ

ラン」を策定し、「成熟した持続可能な都市づくり」、「多様な主体による協働の都市づく

り」との基本理念のもとにまちづくりを推進している。 

 

 

図９ 第二次かごしま都市マスタープラン 
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「第二次かごしま都市マスタープラン」における地域別構想のうち、甲突川下流域に

該当する中央地区の構想は総合的な治水対策を図ることとし、中流域の城西地区及び伊

敷地域においては、下流域と同様、総合的な治水対策を図るとともに農村、田園風景の

保全・活用を図ることとしている。 
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●伊敷地域 

（甲突川中流域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図10 第二次かごしま都市マスタープランの地域別整備方針（鹿児島市HP） 
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(イ) かごしまコンパクトなまちづくりプラン（立地適正化計画） 

鹿児島市では多様な都市機能が集約され、生涯にわたり誰もが安心して快適に暮らす

ことのできるコンパクトで魅力あふれるまちづくりの実現に向け、平成29年３月に「か

ごしまコンパクトなまちづくりプラン（立地適正化計画）」を策定した。  

頻発・激甚化する自然災害への対応や都市の魅力を向上させるため、令和２年に改正

された「都市再生特別措置法」や令和４年度からスタートした「第六次鹿児島市総合計

画」及び「第二次かごしま都市マスタープラン」を踏まえて、令和６年３月に立地適正

化計画を改定し、都市の防災に関する機能の確保を図るため「防災指針」を位置づける

などの見直しを行っている。 

本計画で位置付けられた居住誘導区域と都市機能誘導区域は、甲突川下流部の鹿児島

都市計画区域及び上流部の郡山都市計画区域に指定され、防災（治水）の充実は必須の

課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図11 立地適正化計画の表紙と位置づけ（鹿児島市HP）  
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図12 立地適正化計画の居住誘導区域・都市機能誘導区域 
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図13 かごしまコンパクトなまちづくりプラン（立地適正化計画）における 

防災まちづくりの取組方針（抜粋） 
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第２項 甲突川特定都市河川の概要 

甲突川は、上流域の山地・丘陵地から、左支川川田川や花野川、右支川幸加木川等を合

流しながら谷間を流下した後、ＪＲ鹿児島本線や国道225号などの主要な交通機関を横断す

るとともに高度利用された市の中心市街地を貫流して鹿児島湾に至る幹川流路延長24.6km

の二級河川である。 

甲突川の河道形態については、中流部の山間地形や岩盤露頭により河床高が固定化され

ており、急勾配箇所とその上流の緩勾配区間が交互に連続している縦断形状を有している。

下流域は、緩勾配で緩やかに流下し、左右岸へ拡散する形となっている。 

 

表２ 甲突川の諸元 

河川 上流端 下流端 延長(km) 

甲突川 郡山町の八重山中腹の甲突池 鹿児島湾に至る 24.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図14 甲突川縦断図  

高度利用された市街地区間 狭小な低平地区間 
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図15 甲突川水系の概況  

狭
小
な
低
平
地
区
間 

高
度
利
用
さ
れ
た
市
街
地
区
間 



 

     

16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図16 甲突川の様子（上段：上流域、中段：中流域、下段：下流域） 
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第３項 甲突川特定都市下水道の概要 

鹿児島市の公共下水道（雨水）は、昭和21年に着手した戦災復興土地区画整理事業の進

捗に伴い、水路等が整備されるようになり、それまで豪雨のたびに受けていた浸水被害は

次第に減少した。 

現在、雨水整備については、公共下水道事業計画に基づき進めており、計画確率年を10

年（時間雨量66.3mm）として、令和６年度末の時点で、鹿児島市全体の雨水の事業計画区域

面積7,475haのうち、整備面積は5,451ha、整備率は72.9％となっている。 

なお、下水の排除方式については、汚水と雨水を別々に排除する分流式を採用している。 

甲突川排水区の面積は1,835haであり、放流する主な公共下水道（雨水）は表３のとおり

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図17 鹿児島市の下水排除方式（分流式） 
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表３ 甲突川流域の主要な管きょ 

排水区の名称 排除方式 管きょの名称 

甲突川排水区 分流式 

草牟田小前水路 

護国神社前水路 

玉里水路 

玉里水路第２支線 

伊敷中前２号水路 

日当平水路 

玉里団地１号水路 

玉里団地１号水路第１支線 

日当平団地水路 

伊敷水路 

伊敷水路第１支線 

伊敷台１号水路 

千年団地水路 

千年団地水路第１支線 

花野千年団地１号水路 

花野伊敷団地２号水路 

緑ケ丘団地水路 

花野団地水路 

与次郎北部水路 

荒田川水路 

荒田川水路第７支線 

荒田川水路第 13 支線 

高麗川水路 

西駅前水路 

黒田川水路 

西田川２号水路 

西田川２号水路第１支線 

原良川１号水路 

原良川２号水路 

原良川２号水路第４支線 

原良川２号水路第５支線 

原良川３号水路 
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図18 甲突川流域に係る公共下水道（雨水）位置図 

  


